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デジタルマーケティング最前線のマーケターが最新のキーワードを解説 

『コマースマーケティング 

10 のキーワードで楽しく学ぶリテール DX』発行 

 
 インプレスグループで電子出版事業を手がける株式会社インプレス R&Dは、『コマースマーケティング 10

のキーワードで楽しく学ぶリテール DX』（著者：山川 茂孝）を発行いたします。 
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＜＜発行主旨・内容紹介＞＞ 

コマースマーケティングとはなんでしょうか？ 

インターネット上で商品を売買することを EC といいます。そして EC のマーケティングを EC マーケティング、

あるいは E コマースマーケティングといいます。 

E コマースマーケティングでは、オンラインでマーケティングや販促活動を展開します。そのため、販売デー

タ、顧客データ、その他各種ログ、販促データが大量に収集・統合されビッグデータを形成します。E コマー

スマーケティングは、このビッグデータを駆使したマーケティング活動と考えることができます。 

メール、SNS、パーソナライズページ、オンラインとオフラインの融合が進むと、リアル店舗での商品販売にも

E コマースのノウハウが活用できるようになってきます。もはや E コマースの「E」は余計で、オンラインでもオ

フラインでも同じようにテクノロジーを活用したマーケティングが有効であると言えます。そこで、データとテク

ノロジーを活用したマーケティング、販促活動を「コマースマーケティング」と呼ぶことにします。 

 

コマースマーケティングの重要性が増しているのは、消費者の買い物行動の急激な変化に起因しています。

新型コロナがもたらした買い物行動のオンライン化は、リアル店舗の DX（デジタルトランスフォーメーション）

を推し進めるきっかけとなりました。リアル店舗はもはやリアルだけでない。そのような新しい買い物環境にお

いて、企業はどのようなマーケティング活動をすべきか? それを追求するのがコマースマーケティングのミッ

ションとなります。 

データとテクノロジーを活用したマーケティングは、デジタルマーケティングとしてとらえるのが一般的ですが、

オン・オフの垣根を超えて動き始めた消費者の「買い物行動」にフォーカスしている点がコマース 

マーケティングの特徴です。 

本書は激変する消費者の買い物行動をとらえ、理解するきっかけとして、コマースマーケティングに関係す

る重要な 10 個のキーワード（EC、サブスク、クラウドファンディング… など）について解説します。 

（本書は、次世代出版メソッド「NextPublishing」を使用し、出版されています。） 
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【インプレス R&D】 https://nextpublishing.jp/ 

株式会社インプレス R&D（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：福浦一広）は、デジタルファーストの

次世代型電子出版プラットフォーム「NextPublishing」を運営する企業です。また自らも、NextPublishing を使

った「インターネット白書」の出版など IT 関連メディア事業を展開しています。 
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